
 

 

 
 

 
 

 
 

ＪＲ九州高速船(株) 

１０年ぶりのベア回答を引き出し妥結  

～夏季手当の支払倍数も前年実績を上回る～ 

ベースアップ ５００円 

夏季手当  ２．５２倍 
ＪＲ九州労組は３月２２日、船舶分会の代表者が同席の下、２０１８春季生活闘争

の第２回団体交渉に臨み、ＪＲ九州高速船(株)から最終回答を受けた。 

回答では、賃金改定について「２０１８年４月１日以降、賃金改善分として、基本

給を５００円引き上げる」として、１０年ぶりのベースアップを獲得、夏季手当につ

いても、前年実績を上回る２．５２倍（パートナー社員及びパートナー船員は１．２

６倍）を支払うとの回答が示された。 

ＪＲ九州労組は、会社から示された回答について、この間の組合員の努力に応えた

誠意ある回答と判断し、席上妥結した。 

 

２０１８春季生活闘争 

ＪＲ連合ＦＡＸニュース    № ６７ 

２０１８年３月２３日       日本鉄道労働組合連合会 


